
「安心して子どもを生み育てられる社会づくり」
平成20年度しまね協働実践事業

地域における父親支援ネットワーク構築事業  報告書
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はじめに
お父さんが一緒だと子どももお母さんも楽しい。安心する。

お父さんはお母さんとはちょっとちがう見方、関わり方ができる。

お父さんと一緒に子育てしたら、お母さんはもっと笑顔になる。

お父さんたちの力を家族の中だけで眠らせておくのはもったいない！

お父さん同士が仲よくなったら、きっと何かおもしろいことができる。

お父さんたちが地域で子どもたちと関わったら、みんなもっともっと楽しくなる。

そんな思いから、この事業はスタートしました。
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父親自身も楽しめて参加しやすい家族向けイベントを6回開催しました。

イベント参加を通して、父親が一緒に過ごすことにより子どもも母親も楽しくて安心できること

や、子どもと関わり合うことによって得られる喜びをお父さんたちに実感してもらいました。また、

我が家族だけではなく他の子育て中の家族と共に過ごすことで、父親同士が子育てのおもしろさや

苦労、感動などを共有する機会となることを目指しました。

はじめは、父親参加について意識の高い家庭が母親主導で参加する割合が高かったのですが、回

を重ねるうちに、複数回参加した父親同士やスタッフの間に自然と仲間意識が生まれ、共に取り組

むことができました。

イベントの前後にも少人数の大人を対象としたさまざまな会を11回設定しました。対象となる

父親は仕事も忙しい世代ですが、全16回の父親参加のべ人数は150名にのぼりました。

◆イベント一覧

イベント名 担　当 日　時 場　　所 参加者

そうめん流し作戦会議 事　務　局 6月29日（日） 市町村振興センター 20名

究極のそうめん流し 事　務　局 7月20日（日） 大田市久利町久利小山 約70名

講師との交流会 事　務　局 8月23日（土） 市内居酒屋　根っこや 8名

ウルトラパパの絵本と子育て 子育て支援部 8月24日（日） 松江市総合文化センター 105名

講師へのインタビュー 事　務　局 〃 松江市総合文化センター 6名

プロに学ぶ通信物作り講座Ⅰ 広　報　部 8月31日（日） 松江市市民活動センター 13名

プロに学ぶ通信物作り講座Ⅱ 広　報　部 9月15日（月・祝） 松江市市民活動センター 13名

お父さんと観る舞台劇 鑑賞事業部 10月1日（水） 松江市総合文化センター 260名

舞台劇を語る会 鑑賞事業部 10月5日（日） 松江市総合文化センター 7名

パパが絵本を読んだら 財　政　部 10月5日（日） 松江市総合文化センター 約20名

忍者ごっこ お城をあそぶ！ 子どもサポート部 11月9日（日） 松江城　城山公園 62名

忍者打ち上げ＆作戦会議 子どもサポート部 12月5日（金） 市内居酒屋　炉端かば 18名

旗取りチャンバラ 子どもサポート部 2月1日（日） くにびきメッセ 約80名

お父さんと鍋を囲む会 事　務　局 2月14日（土） おやこ劇場事務所 10名

生命について考える講演会 子育て支援部 2月21日（土） 松江市市民活動センター 33名

お父さんと観る人形劇 鑑賞事業部 3月8日（日） 島根県民会館 337名

人形劇を語る会 鑑賞事業部 3月14日（土） おやこ劇場事務所 5名

2008年

2009年
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概要

松江市から車で約1時間半、世界遺産石見銀山に程近い大田市久利町で究極のそう

めん流しをしました。ちょうどこの日から猛暑に突入してしまい朝からどんどん気温

が上昇する中でしたが、現地の方に教えていただきながら竹を切り出し、お父さんた

ちが力を合わせて流しそうめん台を作りました。子どもたちが竹工作をしたり遊んだ

りする時、大人は自然に我が子だけでなくみんなの子どもを互いに見合うよい雰囲気

でした。

見事にそうめんが流れ、ゼリーや山桃まで流れてきて子どもたちは大喜び。日常と

は異なる空間と時間を満喫しました。

会場  島根県大田市久利町久利小山地区

内容   竹の切り出しから流しそうめん台・器・箸の製作まで、全部手作りの
そうめん流し

参加者数  約70名（男性16名、女性13名、子ども31名、地元の皆さん）

当日スケジュール

09：00 スタッフ集合
09：45 受付開始
10：00 オリエンテーション
10：15 作業開始（竹伐り出し・筧製作・
 器＆箸づくり）
12：30 流しそうめん・バーベキュー
 あそび
 片付け
15：00 解散

事前準備

5月20日（火）14：00～ 打ち合わせ　5名（放牧の会・紹介者・スタッフ3名）
6月  7日（日）午後 現地下見　4名（放牧の会・紹介者・スタッフ2名）
6月19日（木）10：30～ チラシ作成打ち合わせ　3名
6月25日（水） 広報・チラシ配布開始
6月29日（日）10：00～  作戦会議　20名（父親9名・母親2名・子ども5名・

スタッフ3名・県職員1名）
7月17日（木）10：00～ 買い物・持ち出し品準備　4名

準備物

【おやこ劇場】
大ザル、ボウル、カメラ、蚊取り線香と皿、そうめん、そうめんつゆ、海苔、米、
アンケート用紙、キャンプテーブル、日除けテント、マッチ、ごみ袋、布巾、紙や
すり、看板、幟

【放牧の会】
大なべ、ガス口、大皿、ホース、なた、竹引きのこぎり、かなづち、薪、みかんし
ぼり器

【個人持ち物】
おにぎり、お好みの薬味、流すとおもしろそうな食品、マイ箸、水筒（お茶）、帽子・
雨具・着替え等、工作用小刀、長靴、軍手、虫よけ（スプレー等）

2
0
0
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年
7
月
20
日
（
日
）
＊
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時
〜
15
時
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参加者の感想

〈父親編〉

●他のお父さんの行動力がすばらしく、ついていくのが大変でした。しかし、それら

の活気のよさが楽しさにつながったと思います。このようなイベントは、あまり決

まり事がなく、好きなペースで物事ができる方が楽しいと思います。

●この時期にぴったりのいい企画であったと思います。ありがとうございました。近

くに川とか滝とかがあるとベストだったのですが…。

●開放的な場所を提供してもらい、子どもたちも開放的な遊びを見つけ、各自好きな

ことを自由にしたり、協力したり、楽しむ姿は楽しかったです。

●家族で楽しい時間を過ごせてよかったと思います。そうめん流しも子どもも大人も

楽しめてよかったと思います。またこういう機会があれば参加してみたいです。

●皆さん、アットホームな感じで互いに見守りつつ楽しんでおられ、自分の子も次第

に自分なりの遊びを見つけ楽しむことができた様子でよかったです。

〈母親編〉

●家族で、竹の切り出しから自然に触れて貴重な体験ができました。公民館も借りれ

て、ちょっと休憩もさせてもらいました。子ども同士で遊ぶことも楽しかったよう

です。初めてお会いするお父さんに、どうお話しすればよいかとまどいましたが、

お父さんたちの力で、竹の組み立てもよいできあがりで、一日楽しく過ごせました。

●家族そろってのイベント参加は久しぶりで、いつもと違った楽しさがありました。

自然っていいですね。

●自然の中でのびのびと遊んだ後、楽しいそうめん流し。子どもの楽しそうな姿が見

れてよかったです。そして竹を切るお父さん。こんなこともできるのかと感心しま

した。

●とても楽しかったです。なかなか個人では限界がありますが、大勢で参加して楽し

めました。

●どんな風になるのかなとドキドキワクワクしていました。皆さん、とてもテキパキ

されていて、私はウロウロしていることが多かったので、来年はもっと皆さんのお

力になりたいです。流し台を作るお父さん方が頼もしかったです。地域の方がたく

さん準備してくださっていたのが、とても嬉しかったです。火を使って、焼き芋と

かもっと用意すればよかったナ。

●夫は大満足で、子どもそっちのけで、何より本人が楽しんだようです。子どもも、

よそのお父さんお母さんに目をかけてもらい、それぞれ楽しんだようですが、そう

めん流しが一番人気でした。焼いたら面白そうな食品（パン生地）を忘れてしまい、

とても残念でした。流したら面白そうな食品も、もっと持参すれば良かったと思い

ました。
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アンケートについて

設問①：満足度

設問②：満足度100％未満の場合どう改善すべきか

設問③：誰と一緒に参加したか

設問④：特に満足度の高かった活動は何かを大人全員に聞きました（回収率100％）

①　満足度の平均は、男性100％・女性120％。

②　改善点は、暑さ対策とゴミ処理についての合意。

③　両親と子どもの参加10家族。父親と子ども3家族。母親と子ども1家族。

④ 　満足度の高かった活動（複数回答）は、男性が1位：そうめん流し、

　2位：竹の切り出し・竹工作、3位：他の家族との交流。

女性は1位：そうめん流し、2位：竹工作、3位：他の家族との交流でした。

 （ただし、家族との交流・他の家族との交流・地区の方との交流を合計すると、

「交流」が男女共に1位）

③の「誰と一緒に参加したか」によって、他の設問の回答に差は出ませんでした。
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担当者の感想・工夫したこと

父親の積極的な参加を促すイベントの第1弾はどんな活動がいいのか？？？スタッ

フ周辺の男性の意見も聞きながら、やはり「お父さんはアウトドアでしょう」という

ことでそうめん流しに決定しました。企画段階から父親に参加してもらうことにより、

さらに積極的に取り組んでもらえるのではないかと考え、事前にスタッフと父親の打

ち合わせをしました。

集まった父親たちがどんな気持ちで何を考えているのか全くわからない中、おそる

おそる作戦会議を開始。お互い知らない者同士がテーブルを囲んだ時から緊張感が漂

っていました。周到に準備し過ぎることで父親たちを「お客さま」にしてはいけない

と考え、ざっくりした計画を投げかけましたが、「あとはお父さんたちよろしくと言

われても…」「『パパ応援企画』というネーミングからしてよけいなお世話」「ふだん

何も手伝わない親父を引っ張り出してやれと言われてる気がする」「頼まれればやっ

てもよいが」「失敗したらかっこわるい」「なんで父親にこだわるのか」「チラシの文

言が女性目線」と初っぱなから厳しい言葉が続出しました。

そこで、そもそもの企画の意図と事業の全容、さらに私たちスタッフの思いを語り

協力を依頼しました。結果的には理解を得ることができた上に、父親から見た事業へ

の意見もたくさん出していただき、大変有意義な会となりました。そして、「この事

業で成果を出せるか否かは、お父さんたちとどれだけ語り合うかにかかっている」と

いうことが私たちスタッフの心に沁みました。

そうめん流し参加者の満足度は、猛暑や会場が遠方であったこと、活動内容の難易

度の高さなど、数々の悪条件にも関わらず特筆に値する高いレベルでした。それは、

子どもたちの輝く笑顔からも伝わってきました。
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概要

読み聞かせに関心を持つ子育て中の父親を対象に、読み聞かせ講座と絵を描くワー

クショップを開催しました。講師は、子育て体験のある宮西達也氏でした。

第1部の読み聞かせ講座では、講師自身の子育て体験に基づくお話や父親が読むの

にふさわしい絵本の紹介でした。講座の中でも読み聞かせもしていただきました。第

2部のワークショップでは、子どもが父親、母親、講師と一緒に絵を描き楽しみました。

絵本の中に出てくるウルトラマンやバルタン星人に子どももおとなもわくわくしなが

らグループ毎に素敵な絵が仕上がりました。その後、講師へのインタビュータイムを

設けましたが、これは年度内に発行予定の「パパ通信」のための取材という目的で実

施しました。父親2人、県担当者、通信づくり講座講師に入っていただきました。

会場  松江市総合文化センター　会議室

内容   第1部　お父さんのための読み語り講座（1時間）
 第2部　ワークショップ　お父さんと絵を描いてみよう！（45分）

参加者数  105名（男性22名、女性38名、子ども26名、託児19名）

当日スケジュール

09：00 スタッフ集合（他に今井書店・託児の会）
 会場設営
09：45 受付開始
10：00 第1部　講座
11：10 第2部　ワークショップ
11：45 書籍販売＆インタビュータイム（別室）
12：10 サイン会
13：00 昼食会（講師とスタッフ）

講演要旨

僕の本は自分の子ども時代のことをヒントにして書いている。嬉しかったこと、悲

しかったこと、お母さんにだっこしてもらった時や、お父さんにほめられた時、ペッ

トが死んでしまった時、体育祭や文化祭で仲間とがんばった時の気持ち。

今は、目に見えない、優しさや思いやりが大事な時代。それなのに、人の悲しみや

心の痛みに気づかない自己中心的な人が増えている。テストの点数を1点上げるより、

大事なのは心。土台に優しさや思いやりがしっかりある子は、目に見える物をちょっ

としか持っていなくても必ず幸せになれる。人と比べることなく一所懸命生きること

が大事。人の長所を見たらほめ、短所を見たら助けてあげよう。それが全部自分の成

長につながる。

僕の4人の子どもはもうみんな大きくなったが、昔はたくさん子育てをした。お父

さんたち、子育てしないのはもったいないですよ。ただ、苦手なことを無理してやる

と嫌いになるから、好きなことをやればいい。子どもが大きくなるのは、本当にあっ

という間。だから、親はその子自身をしっかり見ていなくてはいけない。しっかり見

ているから叱れるし、ほめることもできる。誰かと比べる子育ては的をはずしていく。

自分に合った子育てをしてください。その子に合った愛し方をしてください。

絵本は子どもにも理解できる短い言葉で書く。配列ひとつ間違うとわかりにくくな

り、感動できなくなる。子どもから大人まで理解でき感動できるのが絵本。特にお父

さんたちに読んでほしい。読み聞かせはお父さんじゃないと面白くない本もある。絵

本の絵は動かないし、お父さんが読んでページをめくらなくてはストーリーが運ばな

い。でも実は心の中で絵は動いていて、その絵を動かしているのはひとりひとりの感
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性。ひとりひとりの感性がBGMも流している。だから絵本は感性を育てる。絵本で

コミュニケーションを広げてください。

父親の感想

■みやにしさんのおかげかも？

保育園の次男は、うちにあるたくさんの絵本の中、み

やにしさんの本がいちばんのお気に入りです。中でもテ

ィラノサウルスのお話「わたしはあなたをあいしていま

す」が好きで、寝るときに何度も読むことをせがみます。

そのみやにしさんが「ウルトラパパの絵本と子育て」と

いうテーマで松江に来られるというので、 次男と小学生

の長男とともに3人で楽しみに参加してきました。

第1部、お父さんのための読み語り講座では、軽妙な

語り口のみやにしさんに、子供たちからは「お笑い芸人

みたいだね」との評。第2部のワークショップ、お父さ

んと絵を描いてみよう！では、みやにしさんが4枚連ね

た模造紙に、道の下書きをして、子供たちが、その上に

好きに絵を描いていくというプログラムでした。完成作

品とともに、みやにしさんと記念写真をとれたことが一

番の思いでに。

みやにしさんは4人お子さんがおられるそうですが、

講演あとのサイン会で私たちの番になったとき、もしか

したらもうすぐ子どもが生まれるかもしれません、とい

う話をしたら、「えっ」という顔をしながらも、ウルト

ラマンの横顔に、生まれてくる赤ちゃんへ、という言葉

を書き添えてくれました。

この日、8月24日の17時9分。予定よりも2週間早く、

私と同じ誕生日に4番目の息子が誕生しました。みやに

しさん、ありがとう！

（小3、5歳、3歳、0歳の男児をもつ父親・田中隆一さん）

担当者の感想・工夫したこと

半日という限られた時間の中少し欲張ったイベントに

なったかもしれませんが、松江市内ではまだ珍しい父親

向けの読み語り講座で、市内の書店にも関心をもってい

ただけました。当初、書店内のスペースで実施も考えて

いましたが、スペースの問題もあり場所を市立図書館の

ある文化センターにて実施しました。話を聞くだけでな

く、そこから絵を描くワークショップにつなげたことで、

また別の楽しみ方も同時に味わうことができたのではな

いでしょうか。

当日会場に小学生の姿が多いのを見て、講師が子ども

にも聞ける内容に変えてくださいました。
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概要

けなげに頑張る“おとうさん”たちにエールを送ろうと劇団が制作した舞台劇・『お

とうさんはウルトラマン』。

普段公演の会場でみることの少ないお父さんたちをぜひ誘いたいと、この作品を選

びました。曜日もノー残業デーが多いと聞き、水曜日に。また作品を観たあと感想を

聞きあう「語る会」も、普段は平日の午前中にお母さんたちが集まるのですが、この

度は日曜日に、おやこ劇場が出店した市民文化祭のテントの中でお父さんも交えてお

こなうことができました。

会場

作品鑑賞：松江市総合文化センター　プラバ大ホール

作品情報

創造団体：劇団うりんこ
原作：みやにしたつや
脚本・演出：つげくわえ（人形劇団「くわえ・ぱぺっとステージ」代表）

主人公たろうのおとうさんは、怪獣とたたかうウルトラマン。いつも忙しくてなか
なか休みがとれない。「久しぶりに休みをとって家族で遊園地へいこう！」とたろ
うと男と男の約束をしたおとうさん。ところが待ちに待ったお休みの日、出かけよ
うとしたまさにその時、怪獣が街にあらわれたというニュースが。
正義の味方ウルトラマンとうさんは、たろうとの約束を断念、怪獣と闘うために街
に向かう…！！
お父さんと、そして家族で観てもらいたい作品。観終わった子どもやお母さんが、
「家族のためにいつもがんばってくれているお父さん、ありがとう」と伝えたくなる、
パワフルで楽しくて、でもちょっぴり切ない舞台劇。

参加者数  260名（男性35名）

当日スケジュール

15：30 劇団・スタッフ会場入り
18：00 劇団とスタッフの打ち合わせ
18：30 開場
19：00 開演
20：10 終演・撤収開始
20：10 撤収完了

事前のとりくみ

9月23日（祝）『おとうさんはウルトラマン』読み語り会
今井書店　田和山センター店　児童書コーナーにて

参加者の感想

〈子ども〉

●切ないところもたのしいところもおもしろいところもすべてが入ったお話でした。

お父さんのすばらしさを知りました。

●楽しかった。一番おもしろかったところは、遊園地で遊んでいるところがおもしろ

かったです。

●じょうずで、びっくりしました。

●バルタンパパの“奥の手”にやられた…。お父さんはすごい！かっこいい！
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〈母親〉

●もうサイコー！！おとなもこどももくぎづけ！！でした。子どもと一緒に観れて本当

に幸せ♥うりんこさん、ありがとう。

〈父親のコメント〉～公演は平日でしたが、仕事帰りに準備や後片付けなどのお手

伝いをしていただいたお父さんのコメントです～

プラバホールで「お父さんはウルトラマン」という劇をするので手伝って欲しいと

妻に言われ、仕事の帰りに準備から参加させていただきました。子どもと親が一緒に

なって準備をし、受付や後片付けをするのはとても楽しい経験でした。

劇も子どもと一緒に楽しめましたし、何よりその劇について何日も子どもと楽しく

話ができてよかったです。

また、おやこ劇場に参加されている皆さんはとても話しやすい方ばかりで、準備の

前の食事中に少し口が軽くなり、ついつい長々と話をしてしまいました。

また、同じような機会があったら参加させてもらえると嬉しいなと思います。

（8歳女児・6歳女児・3歳女児を持つ父親・木村忍さん）

準備物

◆2008年10月5日（日）13:00～
◆松江市総合文化センター　プラバ前広場　市民文化祭テントの中にて
　◎『おとうさんはウルトラマン』を語る会
◆参加者数：7名（内男性2名）
◆ 内容：日曜日の市民文化祭のテントの中で、『おとうさんはウルトラマン』を「語る会」
をおこないました。劇を観たお父さんが2名と男子学生が1名参加してくれました。
「おとうさんは大変だなぁ。劇とはいえ、どこの家庭にもある風景だった。」が、ま
ずお父さんの第一声でした。「（ウルトラとうさんが）遊園地に行く約束をしていた
のに、仕事でいけなくなった場面が、切なかった。」とも。「“お父さんみたいにな
りたいな”と太郎君に言って欲しかったのに言ってもらえなくてウルトラとうさん
は元気がなくなり、戦いに負けてしまった。太郎君が“お父さんみたいになりたい！”
と言ってくれたとたん元気になり戦いに勝った。お父さんってそういうものかなぁ
…」という声も。子どもと一緒に劇を観た後、子どもと劇の話ができることが嬉し
かった、という言葉が印象に残りました。

担当者の感想・工夫したこと

おやこ劇場での普段の公演は、お母さんと子どもで来られることが多いのですが、

この「おとうさんはウルトラマン」は、ぜひお父さんも一緒に観ていただきたいと、

会員にも呼びかけました。また水曜日は“ノー残業デー”にしている企業や役所も多

いということで力を得、呼びかけにもますます拍車がかかりました。その甲斐あって、

当日はお父さんの姿が普段の公演の5～6倍の30人以上。びっくりでした。

事前にウルトラパパなど登場人物（！？）のお面キットを

会員の子どもたちに配り、色を塗って公演当日につけてき

てね、と伝えてありましたので、ウルトラパパやバルタ

ン星人のお面をつけた子どもたちが続々登場！！　なかに

は、お父さんがつけていたりで、平日の夜にもかかわらず、

家族揃っての楽しい公演日となりました。

はてさて、ひとつ、痛恨のミスが…！！　スタッフのバ

タバタでこの日の写真が一枚もないのです。とほほ。。

次回からは、お父さんに写真係をお願いして、記録は忘

れず撮ろうね、と心に誓い合いました…。
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申し込み者の自宅に、忍者からの矢文が届くところから始まり、気持ちを当日へ盛

り上げていきます。活動は、学年別の男女別に配慮した、こども4名、大人のなかま

忍者1～2名のチームで行います。劇団がなりすました影忍者に見つからないように、

敵城として設定した場所（松江城周辺）に忍び込み、情報を集め、謎を解いていく活

動ですが、よく考え、よく会話し、グループの結束がなければ、謎解きができないよ

うになっています。高低差のある城山が舞台だったのでよく動き走りもしました。謎

解き後は、おとな対子どもで旗とりチャンバラをしました。新聞で作った剣で真剣に

戦いますが、子どものパワーを感じることができました。

この活動では、大人のなかま忍者がいかに子どもの活動のじゃまをしないか…がポ

イントになりますから、おとな忍者になる人は、事前にワークショップに参加し活動

に備えることが大切です。

会場  松江城、県民会館多目的ホール

当日スケジュール

09：30 県民会館大人の参加者のみ全員集合・打ち合わせ・ほぐしのワーク
11：30 一時解散　昼食をとるなど
13：00 参加者（こども＋大人）全員集合説明
13：30 忍者参上ののぼりを掲げ、いざお城へ出発！
14：00 松江城松江城周辺にて忍者修行
15：00 旗取りチャンバラ　大人vs子ども
  ルール：新聞の剣で打てるのは膝から下のみ。当たればその場でしゃが

みフリーズ、仲間のタッチで復活。攻防で敵陣地に攻め入り、旗を取る
15：30 片付け
16：00 まとめの会
17：00 解散

事前準備

6月14日（土） アフタフバーバン須貝さんと会場（城山）の下見会
7月15日（火） サポート部打ち合わせ
8月22日（金） 一緒に取り組む他団体スタッフと打ち合わせ（城西プレーパーク）
9月22日（月） 矢文と巻物の試作・忍者募集とチラシ印刷
9月28日（日） 矢文40個と巻物55個製作完了。新聞紙剣30製作。
  協力…毛筆：舟木泰子・佐次田希、竹：伊藤礼美
  畳の縁：竹内畳店
10月28日（火） サポート部打ち合わせ　矢文発送作業
11月7日（金）  アフタフバーバン須貝さん・金子さんとお城の下見、最終打ち

合わせ
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準備物

矢文（竹串と紙で作った招待状のようなもの　参加家族分）・新聞紙の剣（3枚を
丸めてテープでとめて作る　参加人数分）・ホワイトボード×1・巻き物（竹を芯
に和紙で作る　参加人数分）色紙手裏剣（幼児用）・新聞紙（1ヶ月分）・仲間集め
カード（10種類の絵柄）・アイロン・アイロン台・風呂敷90×90くらい（用意で
きない子の分）・布ガムテープ（名札用　学年で色を変えても良い）・ペン（チビた
鉛筆で良い　人数分）・A4の紙20枚と、色紙4色を20枚ずつ・参加者名簿（緊急
連絡先をセットにして男女、学年ふりがな明記一週間前にアフタフにfax）・水分補
給のもの（忍者は水筒を持たない。本部に給水場を設けジャグと紙コップを置く）・
和太鼓1（ばちと台）・小さいダンボールか箱（手裏剣を入れる）

参加者数   おとな62名（男性10名、女性9名）、小学生43名、
 スタッフ9名（内：男性3名）

参加した子どもの感想

●楽しかったです。あん号もとけてよかったです。またやってみたいです。（小2男児）

●ふろしきのまき方が忍者というかんじでおもしろかったです。忍者は身体より心得

の方がだいじなんだなあと思いました。（小4女児）

●修行でかくれたりかげ忍者がむずかしかったです。「すてきな松江」を歌って「お

みごと！」だったからよかったです。チャンバラも遊べておもしろかった。

（小5男児）
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父親の感想

「お城を遊ぶ、忍者ごっこ」に準スタッフとして参加しました。参加型企画に興味

があったので、軽い気持ちで手伝いを申し出ました。「城」「忍者」→「忍者赤影？」

と連想が広がりました。約半年の準備期間は、家族で小道具作りなど若干の苦労はあ

りましたが、子どもにはその作業も含めて良い思い出となったようです。お断りする

ほど参加希望があったと聞いたときには、子どもたちの期待の大きさを感じました。

この企画は、お父さんの子育て参加事業ではありましたが、実際は「子育て」の部分

は意識しませんでした。自身の子どもの頃を思い出しながら、子どもとのコミュニケ

ーションをゆっくり楽しめました。何か一つのことに一緒に取り組むことが意義深い

ことと、改めて実感しました。あの松江城で忍者ごっこができたことは特別な思い出

となり、参加できて本当によかったと感じています。

（小4女児、5歳男児をもつ父親　福田幸弘さん）
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担当者の感想・工夫したこと

かねてより「松江城を舞台に、親子で一緒に楽しめる活動をしたい」と思っていま

したので、この活動を“父親との遊び”に結び付けようと考えました。「お城で忍者」

は非常にイメージしやすかったようです。

しかしながら、おとな忍者として参加するためには、気持ちをほぐして子どもの中

に溶け込む必要があります。そのため、半日は「おとなのためのほぐしのワーク」に

参加してもらう必要がありました。子どもとの活動を含め、一日通して都合がつかな

いと参加できないという制限がありました。そのためでしょうか。父親のおとな忍者

を確保するのが少し難しくなりました。逆に青年（プレパパ）の参加が増え助けられ

ました。

また、企画を成功させるために現地の下見、事前打ち合わせ、製作をていねいに取

り組みましたが、それが参加者の満足度につながったようです。
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概要

「げきじょっこまつり」は今回で第27回目となります。近年では1500人を超える

親子が来場する恒例のイベントとなっていますが、ここのところ来場する父親の姿が

急増し、準備や当日の運営・片づけまで関わってくれる父親も年々目立つようになっ

ています。しかし、母と子が積極的に楽しんでいる脇で荷物持ちや末っ子の子守をし

ているという場面も多く、父親自身も楽しめるイベントにすることが課題となってい

ました。

そこで、父親たちが楽しめて子どもたち母たちにも歓迎され、またその姿を来場者

に見てもらえるよう、お父さん企画のお店を出してもらうことにしました。お父さん

たちがどんな店を出したいのかわからず「焼き鳥とビールでも売るのかな？」などと

スタッフで言い合っていましたが、お父さんたちから出たアイデアは、11月の「忍

者ごっこ」の最後に大人対子どもで戦って惨敗した「旗取りチャンバラ」の雪辱戦で

した！

会場  くにびきメッセ大展示場

当日スケジュール

09：00 げきじょっこまつりスタッフ集合
10：30 ドン券バザー　開始
11：00 遊びのコーナー・模擬店・日用品バザー　開始
12：50 ステージプログラム　開始

13：15 旗取りチャンバラ担当者　集合・準備・会場作り
13：30 参加者集合
13：45 旗取りチャンバラ開始
 ルール説明（デモンストレーションつき）
 最大5分間×3セット
14：15 旗取りチャンバラ終了

14：15 ステージプログラム　続行
15：00 全プログラム終了　撤収
16：00 スタッフ解散

事前準備

●5月20日（火）14：00～ 打ち合わせ　5名（放牧の会・紹介者・スタッフ3名）
●12月5日(金)19時～　忍者ごっこ振り返り18名
（子どもサポート部員5名・子ども7名・父親2名・青年・会員1名・スタッフ2名）
於：市内居酒屋　炉端かば
●12月13日(土)午前　担当者との打ち合わせ（子どもサポート部員1名・スタッフ2名）
●1月12日(月・祝)15時～　打ち合わせ10名
（子どもサポート部員・父親2名・げきじょっこまつり副実行委員長・スタッフ2名）
●1月15日(金)10時～　げきじょっこまつり実行委員会（実行委員・スタッフ2名）
● 1月22日(木)14時～　おとな忍者Ｔシャツ・
ロゴマーク染め（会員6名・スタッフ2名）

準備物

新聞紙の剣100本、子ども忍者用はちまき
100本、旗、おとな忍者用Ｔシャツ28枚、風
呂敷
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参加者数  おとな16名（父親8名、青年4名、学生4名）、小学生約65名

父親の感想

■旗取りチャンバラに思う

私が子どもの頃は今のように家庭内で楽しめる娯楽の乏しい時代で、遊びと言えば

専ら地域の子ども集団で遊ぶのが常であった。文字通り1年生～6年生までの異学年

集団である。遊びの内容は様々だが、朝から晩まで時を忘れてよく遊んだものだ。異

学年と言うと、一見皆が満足して楽しむのは難しそうだが、これが意外と上手に遊ぶ

のだ。上級生は下級生を労り、下級生は上級生に見守られながら必死でついていこう

とする。特に各々の個性や能力をよく把握した最上級生の采配には見上げるものがあ

った。

さて、本題の旗取りチャンバラであるが、これまた異学年というより大人も交えた

異年齢集団の実に面白い遊びである。大人はなかなか勝てない（目下5連敗中）から

勝とうとして面白く、子どもに至っては今のところ大人を打ち負かして良いストレス

発散（？）程度だろうが、これが苦戦したりなかなか勝てないとなると、チームワー

クや戦略が必要となりますます面白くなってくる筈だ。だが、こういう大人も子ども

も本気で楽しめる集団遊びの場はなかなかお目にかかれるものではない。そういった

意味では、この企画は画期的だったのではと思う。

最後に、この企画に参加させていただいて何よりも良かったことは、他愛もない子

どもとの戯れ事を通して、子どもたちとは勿論、大人同士でも互い声をかけ合い、語

らいのきっかけとなったことである。おそらく、次にやる時は、もっと濃密な軍議が

開かれることだろう。そんな気がする。 （ニックネーム　☆＆✿パパ）

担当者の感想・工夫したこと

お父さんたち自身の口から「こんなのやりたいんだけ

ど…」とこの企画が持ち出された時、「そうめん流し」

以来積み重ねてきた父親同士のつながり、また父親とス

タッフとのつながりの賜物だ～と、とても嬉しく思いま

した。子どもサポート部のメンバーを中心に、お父さん

たちの思いを大切にし企画を成功させるために知恵を出

し合い、準備を重ねました。

これまでは、バザー・模擬店・遊び場など個々に楽し

むタイプのプログラムが多く、この、数十人も人間が、

子どもも大人も入り乱れて一緒に遊ぶという大がかりな

企画は初の試みでした。適切な広さや人数はどれくらい

か、ケガなく楽しむためにどうルールを周知させるか、

子どももお父さんもその気にさせる忍者の扮装はどうす

るか、など手探りでした。

子ども忍者は小学生限定だったので、就学前の子ども

たちが羨ましそうに周りを取り囲み、母親たちや参加し

ていない父親たちも興味深そうに見物しているのが印象

的でした。「子どもたちに負けて悔しい！今度こそ勝ち

たい！」というお父さんたちの思いが広がり、父親同士

の連帯感が感じられました。恒例行事になりそうです。
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概要

子育ては大変なことも多いけれど、子どもがもたらしてくれる幸せを、お父さん・

お母さんにもう一度感じてほしい。そんなことを願いつつ、この作品を選びました。

実は5年半前にも同じ作品を観ており、ぜひお父さんにも観て欲しい作品と思い、日

曜日の2回公演としました。当日の会場には、親と子それぞれの小さい頃の写真を数

組貼り、「どれとどれが親子でしょう！」と組み合わせていく楽しい企画や、「生まれ

てきてくれてありがとう♡」の子どもへのメッセージカードを書いてもらって掲示す

るというほのぼの企画もおこないました。

会場

作品鑑賞：島根県民会館多目的ホール

作品情報

創造団体：くわえ・パペットステージ・人形芝居ひつじのカンパニー
キャスト：つげくわえ・北村直樹
原作：ジェニファー・デイビス（小学館）
脚色・演出：北村直樹・つげくわえ

お母さんのお腹の中の子どもの成長をとおして、生命の不思議さと大切さをコミカ
ルかつファンタジックに描いた人形芝居。お母さんのお腹の中で育っていく子ども
と、親として育っていくお父さんとお母さんのミラクルストーリー。「ひとつの命
を産み出すという、もっとも素晴らしい事をもういちど見つめ直してほしいと思っ
ています。命の不思議さと体験してほしいと思っています。そして、たくさんの子
どもたちに“うまれてきてくれてありがとう”というメッセージを伝えたいと思っ
ています。」この作品をつくり、育て、演じ続けている、つげくわえさんの言葉です。

参加者数  337人（内男性25人）

当日スケジュール

10：00 劇団・スタッフ会場入り
13：15 1回目　打ち合わせ
13：45 1回目　開場
14：00 1回目　開演
15：00 1回目　終演
15：45 2回目　打ち合わせ
16：15 2回目　開場
16：30 2回目　開演
17：30 2回目　終演
18：30 撤収完了
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事前のとりくみ

2009年2月21日（土）　14：00～16：00
●河野美江氏講演会
　子ども達の心とからだの声を聴こう
　～「生まれてきてくれてありがとう」を伝えるために～
○市民活動センター1階　展示ブース
○参加者数　33名（男性2名・女性31名）
○内容
　・ＤＶＤ「スタートは産まれるところ」視聴
　・ 講演“若者を取り巻く性の状況”“どうしたら若者の
性行動を賢明なものにできるのか。性を育むには？”

　・ ロールプレイ　低学年の子どもを親の会話2パターンをペアで読み合い感想を
言う。

　・質疑応答・アンケート記入

ご夫婦で来ていただけるよう、参加費の“ご夫婦割引”を設定してみました。ご夫

婦二人で仲良くロールプレイされている様子がとても素敵でした。大切な問題を両親

で考えることのできる良いきっかけとなったことでしょう。“基本はやはり親子の信

頼関係ですね。”“性のことを親子で話題にできる家庭の雰囲気作りが大切ですね。”“愛

しあえることの幸せとお互い相手を大切にすることを伝えていきたいと思います。”

と、参加者は河野先生の思いをしっかり受けとめて持ち帰ることができました。

参加者の感想

〈子ども〉

●わたしが生まれるまでそんなに楽しみにしているんだと思いました。

●生命の大切さや生命の誕生の感動がぎっしりつまっていました！　よかったです！

ありがとうございました！

●自分もこういうふうに生まれてきたのかな？と思いました。

●私が生まれるということはお父さんとお母さんにとってうれしくて楽しいものだと

思っていたけど、けんかをしたりしてたいへんだったんだなぁということがわかり

ました。おもしろくてすばらしいげきでした。

〈母親〉

●出産の時の感動を再び味わうことができました。いてくれるだけでありがとう…と

いう気持ちを思い出すことができました！

●とても分かりやすく、たのしく見させていただき、所々、そして最後はなぜか自分

でもびっくり涙出ました。

●本当に命の尊さ、ありがたさ、大切さ、想いがわきあがって感じました。沢山のい

ろんな人にみてほしい、そんな、本当にすばらしい作品でした。

●3ヶ月前に出産したので、おなかの中での赤ちゃんとお話ししていた時のことを思

い出し、感動でした。ありがとうございました。

●とてもとても感動しました。そしてとーっても笑いました。こどもと家族になれて

幸せだなぁ～と、とっても思いました。

〈父親〉

●みている子どもの表情がとくによかったですね。
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父親の感想

ユーモラスで暖かいお二人の演技にひきこまれました。笑いっぱなしの1時間でし

た。それと同時に記憶が蘇ったひとときでした。

長男妊娠中は夫婦ともに仕事に追われ、あっという間に出産のときを迎えました。

そして今年、二人目の赤ちゃんが我が家にやってきました。この10ヶ月間では、

上の子のヤンチャ、妻の入院、いろいろなことがあったけど、家族と向き合えた10

ヶ月でした。

この作品を家族4人で見られて良かったと思っています。長男は何を考えているの

だろう？自分のこと？妹のこと？と頭の中をのぞいてみたくなりました。

ありがとうございました。

（3歳男児・0歳女児をもつ父親・福田健一さん）

語る会

◆2009年3月14日（土）10：00～　おやこ劇場事務所にて

◆『あなたがうまれるまで』を語る会

◆参加者数：5人（内男性1人）

◆内容：土曜日の午前、『あなたが生まれるまで』の語る会を事務所にておこないま

した。話題は、舞台の話から始まって、“我が家の出産秘話”まで。“観ている子ど

もたちの表情がとてもよかったですね！”とお父さん。子どもが生まれた時、子育

て手伝わなきゃ、と張り切りましたか？という質問に、“子どもの世話は、奥さん

にあれこれ手ほどきを受けて、沐浴とかミルクあげたりがんばりましたよ。ミルク

の後、上手くげっぷをさせることができると嬉しくてね。”と。父親になった、と

いう実感はいつ湧きましたか？という質問には、“奥さんに、病院ではじめて子ど

もを抱いた時の嬉しそうな顔は今までで一番だったと言われました。”“やはり子ど

もをはじめて抱っこしたとき、父親になったと実感しましたね。”と、丁寧に思い

出しながら答えてくださいました。

担当者の感想・工夫したこと

今回の公演も、お父さんと一緒に、またご家族揃って観ていただきたいと、お父さ

んを積極的にお誘いしました。

当日は、20人以上のお父さんが会場へ。劇中のお父さんとお母さんのコミカルな

やりとりに大笑いしたり、子育てがんばろう！の気持ちが少々空回り気味のお父さん

に失笑したり。最後、赤ちゃんが“ぼく、うまれるよ！”と、産道を一生懸命に昇っ

ていく場面では、会場がシーンと感動につつまれました。終演後も、「生まれてきて

くれてありがとう♡」メッセージや感想を書いてくださるお父さん・お母さんで、ロ

ビーが賑わいました。



父親の子育てをもっと楽しくする
情報を発信したい
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子どもと一緒に過ごしたい、子どもに関わりたいと感じている父親が増えていることが次章の意

識調査の結果から見えています。しかしながら今までの子育て支援事業といえばどうしても母親と

子どもが対象になるものが多く、父親を対象とした事業はまだ駆け出したばかりといえます。近年、

県内の子育て団体や行政も父親と子どもを対象にした事業を立ち上げていますが、父親の子育てに

関わろうとする意識を向上させ、広めていくには更に“情報発信”する必要を感じます。

そこで、今回は情報発信のツールとして、①父親が手にとって読める子育てに関する「パパ通信」、

②今回の事業をまとめた「報告書」③ホームページの3つを考えました。主な対象を、通信は特に

父親やその家庭、報告書は子育て団体や行政と想定しました。

●パパ通信
通信を作成の基礎を学ぶ講座「プロに学ぶ通信づくり講座」を2回実施し、キーパーソンとな

る父親の参加がありました。

次のステップとして、パパ通信発行のための作戦会議を実施しました。作戦会議では、子ども

との関わりについて話題で楽しく交流できましたが、通信発行の動機付けにはならず年度内の通

信発行は見合わせざるを得ませんでした。イベント実施、意識アンケート調査を含む10ヶ月間

の取り組みではなかなか困難でした。

●報告書
先行事例として【なるべく詳しく情報を載せる】、【スタッフの工夫したことを盛り込む】【失

敗も書き記す】という点に配慮し、今後県内での広がりを期待したいと思います。

県との協働事業の観点から、企画にいたるまでのテーマ設定等も資料として盛り込みました。

●ホームページ
各イベントの報告をはじめ事業報告書もアップし、父親の子育てに関わる情報を伝えていきま

した。

今後も継続していきます。

情
報
発
信



プロに学ぶ通信づくり講座Ⅰ、Ⅱ
【Ⅰ】2008年8月31日（日）10：00～12：00

講師：矢島浩三氏（メディアネットワーク㈱　コピーライター）
【Ⅱ】2008年9月15日（月・祝）9：30～12：30

講師：頼田直眞氏（山陰中央新報社　論説委員・編集委員）
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会場  市民活動センター506

内容  通信を作るために必要な知識・技術・心得などをプロに学ぶ講座

Ⅰ．編集入門

 「おお、ミニコミというやり方か！」と題し、通信を作っていく上でヒントになる発想、言葉の見つけ方、

その表現の仕方や編集の基礎についての話。

Ⅱ． 9月までに実施した事業をもとに作ったタブロイド版をもとに、見出しのつけ方、デザインの仕方等を具体

的に学ぶ。

参加者数  Ⅰ．13名（男性6名、女性7名）

  Ⅱ．13名（男性5名、女性8名）

父親の感想

新聞の編集のプロの話は、よい勉強になりましたが、そもそもパパ通信って、誰が書いて、誰に対して、配布す

るのか、というのがはっきりしていない中での講座だったので、なんなのかなあ、と思いました。

（小3、5歳、3歳、0歳の男児をもつ父親・田中隆一さん）

担当者の感想・工夫したこと

今まで通信の発行等の経験のある人でも、実際プロに学んだことはなかなかないと思います。

今回はよりよい通信を目指すために広告代理店のコピーライターの方と新聞社の編集委員の方に講師をお願いし

ました。2回の講座内容は変え連続参加を目論みましたが、忙しい父親を対象に連続参加は困難でした。

また、父親の通信作成の動機付けがない段階で講座を開催したので、明確な目的を持ったり、具体的なイメージ

を持ったりしにくくなってしまったことが反省点です。



パパ通信発行のための作戦会議
2009年2月14日（金）17：30～25：00
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父親むけの通信発行の企画をしたにも関わらず、プロに学ぶ通信づくり講座2回開催した後もなかなか思うよう

に進まずにいました。理由は「通信編集段階から父親が関わる」ことにこだわっていたからです。

当初「作成はスタッフ（主に女性）、読み手は父親」と考えていましたが、当事者（父親）、県担当者等と具体的

なイメージを話し合ったところ、「女性が作った読み物を父親が関心を持って読むのか」、「通信物を作るところか

ら父親自身に関わってもらうことが大事なのではないか。」というご意見をいただきました。

今回の作戦会議でも、父親自身が、通信発行の必要性を感じることができず、逆に今回のような交流の場のほう

が大事ではないか…という結論になりました。父親の手による情報発信の前に、交流の場の設定が求められている

ことがわかりました。交流が進んでいけば、自ら情報発信に対して関心ももたれるのではないかと想定します。

年度内の通信の発行には至りませんでしたが、【あそび心が大切！】なこと、【おしつけはイヤ！】という父親の

気持ちや考えがわかったことが次年度に繋がる大きな収穫でした。

今年度の関わりや話し合いを反映させ、年間6回発行をしているおやこ通信の中で父親によるページを作ってい

くことを提案していきます。

会場  おやこ劇場松江センター事務所

準備物  キムチ鍋の食材、なべ、コンロ等の調理器具、アルコールを含む飲み物、おつまみ

参加者数  おとな10名（父親6名、県担当者1名、スタッフ3名）

情
報
発
信



パパ通信発行のための作戦会議
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父親の感想

●賛成？反対？パパ通信　「結果よりもプロセス」

個人的にはパパ通信はあまり必要を感じていません。集められたお父さんで《パパ通信》について話をしました。

お酒呑みながら。賛成反対よりも今の子育てについてそれぞれに考えがあり、皆さん本当に真剣に考えておられる

ことが分かりました。そのようなパパ通信をめぐる“やり取り”そのものが有意義だったように感じています。

「パパ通信をお父さん」が作るとするなら、「お父さんが作りたい！！」の動機が必要です。今のところその動機

がありません。ですので、パパ通信は作らなくてもいいと考えています。それよりも、もっとおやこ劇場さんでお

父さんが集まる機会を作っていただく方が魅力的だと思います。

〈遊房からの提案〉

この場をかりて、ひとつ提案です。お父さん向けの子育てにすぐ活用できる実践講座をおやこ劇場さんでやって

みるというのはどうでしょうか？　母親向けのものはいろいろあると思います。それをお父さん向けにアレンジか

ら始めてもいいのではないでしょうか。お父さんの出番が家庭でも増える機会を支援するような実践講座。ぜひ、

私も協力させていただきます。 （遊びコンサルタント「遊房」主宰　5歳男児、1歳女児をもつ父親　高島智さん）

●作戦会議に参加して

18：00にはじまり、深夜の2：00おわりには、参りましたが、楽しく話しができてよかったです。今の父親は、う

んこパンツを代えているか？というかは、ぜひ客観的なデータを知りたいですね。私はうんこパンツを当然のように

かえていて、かみさんも、いいお父さんだと思ってくれていますが、もしかしたら、今の世の中あたりまえなのかも。

●事業全体を通じて

お父さんだけで、ときばった企画はなんだか不自然です。お母さんもいっしょがいいですけど。パパ通信の必要

性はなんともいえません。どうやって配るか、ということがついてまわりますし。配り方をおいておいて、中身か

ら考えると、「お父さんたちがどうやって子供と楽しく遊んでいるのか」「子供とのつきあいの中でおもしろかった

こと」などのネタがくだけた感じで読めるものがあるといいかなあ。たくさんの人（おとうさん）に書いてもらう

必要があるし、ある程度定期的に発行されている必要がありますね。紙にこだわらず、メールマガジンや、ブログ、

SNSという方法もあります。紙については、当面は、おやこ通信にはさむぐらいで、あとは、スティックビルと田

和山の子育てセンターにおいておくぐらいでしょうか。

コンテンツのなかで、この日は、だれだれさんが、城山でどんぐりひろい遊びをやりますよ、というような遊び

予定の情報が入るといいかも。 （小3、5歳、3歳、0歳の男児をもつ父親・田中隆一さん）

担当者の感想・工夫したこと

パパ通信作成へ向けて、「当事者はどう考えているのか」「作成の動機付けにしたい」と考え、父親同士話し合う

場を設定しました。やっと行った作戦会議は、年度末に近づいた時期ではありましたが、「日ごろの我が家の子育

て事情」を話しながらの自己紹介からはじまりました。硬い話し合いの場にするのではなく、飲みながら食べなが

らのざっくばらんな会になるよう心がけました。通信についての話題ばかりではありませんでしたが、何をネタに

するのか、どうやって届けるのか、紙なのかWeb上なのか…と、さまざまな議論で盛り上がりました。今まで、子

どもをキーワードにした父親同士の交流の機会がなかったためか、情報発信よりも継続的にこのような交流の機会

を持つことが求められていることがわかりました。

交流が通信作成の第一歩につながることを期待し、父親主体の交流会を続けていきたいと考えています。



父親の子育てに関する意識調査
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ここ数年、当団体事業への父親の参加が年々目に見えて増加し、休日の公園や街中でも子どもと

共に過ごす父親の姿が多く見受けられるようになってきています。そのことから、父親の子育て参

加が進んでいるのではないかという漠然とした感触がありました。また、イベント当日の準備や片

づけに気軽に手をかしてくれる父親も増えていて、地域全体で地域の子どもたちみんなを育みたい

と願う私たち子育て支援団体にとって、父親の存在への期待が高まっていました。

しかし、実際のところ、さまざまな事業への父親参加は母親主導で行われており、子どもとの関

わりが父親にとって主体的なものなのかどうかは不明で、イベントに参加している父親同士が横に

つながるには至っていないのが実態ではないかと思われました。

そこで、父親の子育てに関する意識と子育ての実態を調査し、父親の子育て参加を阻む原因や課

題を探りたいと考えました。ちょうど、数年に1度行われる「県民の少子化に関する意識調査」の

年にあたるとのことで、それと併せる形で実施しました。

〈担当者の感想〉

「全県で父親の子育てに関する意識調査をしたい」と考えていたものの、結果的に私たち単独で

は非常に困難でした。県が数年ごとに実施している調査と併せて行ったからこその回収率であり、

集計結果であり、経年変化を見ることもできました。

設問の内容については、父親の子育てに関する意識や子育て状況を聞く項目のほかに、「父親は

子どもとどんな風に関わりたいと思っているのか」「地域の子育て支援活動に対する意識」など、

当団体として特に関心のある項目も加えることができました。

今後、当団体の周辺でアンケートを実施して、松江市内の子育て家庭の状況を全県の状況と比較

し、課題を探ることも検討していきたいと思います。

父親の子育てに関する意識調査は、通常の県が実施するアンケート調査と異なり、設問を作

成する際、子育て支援団体・母親の視点から具体的な提案を多く頂いたため、調査票自体がよ

り地に足がついたものになり成果がありました。また、調査の目的についても十分共有できた

と思います。一方で、個人情報の管理や市町村との調整は県が一元的に行わざるを得ませんで

した。この点については、協働が難しいと考えます。

島根県　少子化対策推進室　板倉　寛
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考察
■父親の子育ての現状について
ここ数年、子どもと一緒に過ごす父親の姿を目にすることが随分増えました。少子化・核家族化が進み、共働

き家庭も増える中で必要に迫られてという面もあるようですが、「子どもとの関わりが増すほど子育てに喜びを

感じる」と調査結果にも出ている通り、子育てを楽しむ父親の増加は、今事業のあらゆる場面で確かに感じられ

ました。

一方で、「子どもとどう関わっていいかわからない」と感じている父親も相当数いることがわかっています。

母親主導で参加した結果、自ら楽しめず困惑気味という父親の姿も事業の中で複数見かけました。今後は、父親

を大きく一括りにせず、さまざまな状況、さまざまな意識を持つ父親を区別して考え、それぞれに適した提案を

していく必要があると考えます。また、ひとり親家庭や経済的に厳しい状況にある家庭の子どもたちが支援の輪

から取り残されないよう、地域全体としての子育て力を高めていくことが重要であろうと考えます。

今回の協働事業のテーマである父親の子育て参加については、全国的に非常に重要な課題となって

いますが、今後推進していくためには、参加のためのハードルをいかに下げるか、どれだけの多くの

魅力的なプログラムを用意できるか、母親ではなく父親が中心となって企画をしていく環境をどのよ

うに構築していくかなど、いろいろな仕掛けが必要となってくると考えています。

県担当者

■事業の組み立てについて
「イベント」「調査と情報発信」を事業の2本の柱として企画しましたが、実際の内容とボリュームから「調査」

と「情報発信」を分けて、結果的には3本の柱となりました。それぞれが持つ「参加」「知る」「伝える」という

要素はどれも必要不可欠であり、よいバランスであったと思います。次年度以降の事業の広がりにもつながると

考えられます。

しかしながら、取り組み初年度にこれらすべてを実施するという計画は、1年で目に見える成果を出さなくて

はならないという焦りから出た、かなり欲ばったものであったと思います。特に、父親発信の通信物発行と父親

ネットワークの構築には相当なエネルギーと時間が必要であり、準備は進めたものの結果的に実現には至りませ

んでした。

また、イベントについては、新規参画者とリピーターの両方を増やすという視点を今後も大事にしたいと思い

ます。そして、イベント参加→父親とスタッフの出会い→父親同士の出会い→父親のネットワーク構築→他の子

育て支援ネットワークとの連携と、段階を踏んで進めていく必要を感じました。

おやこ劇場が中心となって実施して頂いた個別の事業はほとんどの事業で大きな成功を収め、他地

域のモデル的な取組としても成果が出たと思います。

一方で、事業はおやこ劇場の活動の拠点である松江を中心に行われたため、今年度の時点では他の

地域を巻き込むことは難しく、課題を残しました。県内の他も含めた子育て支援NPO法人の規模を

考えても、NPO法人だけで県内全域を見ることは非常に困難であり、本事業の成果を県内全域に広

げるにはNPO法人以外の関与も考える必要があると思います。

県担当者
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■協働について
県の担当者がよく足を運んでくれて、課題を共有しつつ進めることができました。行政と市民活動型のNPO

法人がお互いの考えや得手不得手を把握し合えたことは、将来につながる財産であると思います。県の協働事業

という性格上、1年間で計画せざるを得ませんでしたが、事業を実施していく中で次年度以降のビジョンをも共

有することができたのは大きな成果です。

事業量が多く苦労はしましたが、取り組み初年度としてスタートダッシュできたのは、協働事業であったから

こそでした。行政の信頼・安定、NPOのアイデア・瞬発力・熱意でお互いを補完し合えたことが、成果に結び

ついたと思います。

まず、NPO法人と課題を共有して実施するという事業の実施方法そのものが非常に新鮮でした。お

互いの顔や考えていることがよく見えるということは、特に良い点だと思います。県の担当としては、

現場の情報を、次年度以降の予算等その他の関連した企画・立案に生かせた点に最大のメリットを感

じました。

県担当者

■次年度以降の広がりについて
2009年6月、松江市男女共同参画センターと共に「男女共同参画フォーラム」を実施することが決まり、既

に動き出しています。「父親を楽しむ」というコンセプトで内容を企画中ですが、事業の広がりを考え、松江市

を拠点とする子育て支援団体11団体のネットワーク「つながるネット松江」へも参加を呼びかけています。

今後の取り組みとして、テーマ「父親の子育て参加支援」を大きく掲げるというよりは、実施するあらゆる事

業の中で常に「父親の参加」を視野に入れていくという形になろうかと思われます。気軽に参加できるイベント

から、地域の子育て支援ネットワークの構成メンバーとして父親同士をつなぐ濃い事業まで、他団体や行政、企業、

そしてもちろん父親自身と情報を交換しながら進めていきたいと思います。

最後に、来年度以降の広がりについては、まず、おやこ劇場松江センターには引き続き今年度のよ

うな良質な事業を実施し、リーダーシップを発揮して他の地域の団体を引っ張っていただくことを期

待しています。県としても、今年度の成果を生かし、他の地域の団体にも父親の子育ての参加を促進

するような取組が広く実施されるよう努めていく所存です。

県担当者

考　

察
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◆平成20年度  しまね協働実践事業「募集テーマ」

◆企画書【NPO法人おやこ劇場松江センター事業提案】

◆平成20年度  しまね協働実践事業「提案事業一覧」

◆平成20年度  しまね協働実践事業「採択事業一覧」



53

巻
末
資
料



� 
� 
� 
� 
� 
� 

� 

� 

� 

� 
� 

� 

� 

� 

� 
� 
� 
� 

� 

54



 

 

  

 

   

  

 

  

  

  

 

 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 !!  

 

 

Museum  

 

 

 

  

 

  iin   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

55

巻
末
資
料



        

( )  

 

 

(( ))  

 

(( ))  

 

 

 

           

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

!!  

 

 

 

( )  

 

 

 

 

 

( )  

 

 

 

 

( ) 10  

( )  

 

 

  

( )  

 

!!  

 

 

!! 

( )  

1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( )  

( )  

 

 

 

 

 

( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56



 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Museum  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

57

巻
末
資
料



58



59

巻
末
資
料



1
,9
9
2

(1
,9
9
2
)

1
,9
9
2

(1
,9
9
2
)

2
,0
0
0

(2
,1
4
1
)

60



平成20年度しまね協働実践事業
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